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静
岡
県
の
２
０
１
３
年
度
の
目
玉
事
業
は
、
防
災
・
減
災
と
産
業
振
興
を
軸
に
安
心
安
全
な
地
域

づ
く
り
を
目
指
す
「
内
陸
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
構
想
」
の
推
進
事
業
。

年
２
月

日
に
、
内
閣
府
か
ら

規
制
緩
和
や
税
・
財
政
上
の
特
例
措
置
が
受
け
ら
れ
る
総
合
特
区
に
指
定
、
構
想
実
現
に
弾
み
が
つ

い
た
。
４
月
１
日
に
は
地
域
政
策
課
に
、
中
心
と
な
り
実
務
に
当
た
る
内
陸
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
推
進
班

が
設
置
さ
れ
、
構
想
実
現
に
向
け
て
本
格
的
に
動
き
始
め
た
。

安
心
安
全
な
地
域
に

防災・減災・産業振興
交
通
・
情
報
網
を
整
備
内
陸
部
と
都
市
部

「復興モデル」を目指す

地域協議会でロゴマ
ークを披露する川勝
静岡県知事

川勝知事は総合特区推進協議会で「職を辞する覚悟で臨んだ」と強調 ２月 日

中
小
９
社
が
超
軽
量
車
い
す
モノづくりの精神発揮

「
や
ら
ま
い
か
」静岡県内の中小企業９社が協力して開発した超軽量車いす

やらまいか」精神が脈々と受け継がれている

（ ） 　　 （第２部） ２０１３年 平成２５年 ４月２４日 水曜日 　　

　
静
岡
県
は
ト
ヨ
タ
自
動
車

や
ホ
ン
ダ
、
ス
ズ
キ
と
い
っ

た
世
界
的
な
企
業
の
創
業
者

が
生
ま
れ
た
モ
ノ
づ
く
り
の

盛
ん
な
土
地
だ
。
特
に
県
西

部
地
域
で
は
今
で
も
「
や
ら

ま
い
か
や
っ
て
み
よ
う
」

の
精
神
と
し
て
、
地
域
に
そ

の
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
受
け
継
が
れ
て

い
る
。
そ
の
一
つ
の
例
が
３

月
に
発
表
さ
れ
た
超
軽
量
の

車
い
す
。
加
工
が
難
し
い
マ

グ
ネ
シ
ウ
ム
な
ど
の
次
世
代

材
料
を
採
用
し
、
軽
量
化
に

成
功
し
た
。
ほ
か
に
も
県
内

に
は
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
ダ
イ
カ

ス
ト
関
連
の
技
術
開
発
な
ど

輸
送
機
器
関
連
の
集
積
に
伴

う
技
術
が
多
い
。

　
橋
本
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

浜
松
市
浜
北
区

や
榛
葉

鉄
工
所

静
岡
県
掛
川
市

な
ど
静
岡
県
西
部
地
域
の
中

小
企
業
９
社
は
、
次
世
代
材

料
の
加
工
技
術
を
持
ち
寄

り
、
重
さ
５
・
８

の
超

軽
量
車
い
す
「
Ｍ
Ｃ
―
Ｘ
」

を
開
発
し
た
。
マ
グ
ネ
シ
ウ

ム
や
炭
素
繊
維
強
化
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク

Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ

を
材

料
に
使
用
。
重
さ
は
従
来
の

鉄
製
に
比
べ
半
分
以
下
で
、

金
属
製
の
折
り
た
た
み
タ
イ

プ
で
は
世
界
最
軽
量
級
。

　
超
軽
量
な
が
ら
強
度
は
既

製
品
の
同
等
以
上
を
実
現
。

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
合
金
製
の
フ

レ
ー
ム
で
は
キ
ャ
ッ
プ

同

森
町

が
開
発
し
た
金
型
を

用
い
て
熱
間
で
プ
レ
ス
加
工

す
る
技
術
や
、
岩
倉
溶
接
工

業
所

同
島
田
市

と
セ
イ

ユ
ー

浜
松
市
西
区

の
溶

接
、
フ
ジ
総
業

同
中
区

の
曲
げ
加
工
技
術
を
駆
使

し
、
デ
ザ
イ
ン
性
と
剛
性
の

高
い
超
軽
量
フ
レ
ー
ム
を
実

現
し
た
。
車
輪
ホ
イ
ー
ル
に

は
Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
を
使
用
。
入
船

商
店

同
西
区

の
接
着
技

術
や
キ
ャ
ッ
プ
の
射
出
成
形

技
術
を
採
用
し
た
。

　
車
両
全
体
の
設
計
と
強
度

解
析
は
２
輪
車
用
マ
フ
ラ
ー

メ
ー
カ
ー
の
榛
葉
鉄
工
所
が

担
当
、
事
業
全
体
の
と
り
ま

と
め
と
製
品
の
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
を
プ
レ
ス
金
型
メ
ー
カ
ー

の
橋
本
エ
ン
ジ
が
行
う
。
価

格
や
発
売
時
期
は
未
定
で
、

今
後
検
討
す
る
。

　
軽
量
で
高
強
度
な
次
世
代

材
料
は
、
輸
送
機
器
に
利
用

す
れ
ば
大
幅
な
軽
量
化
や
燃

費
性
能
向
上
が
期
待
で
き
る

が
、
難
加
工
で
あ
る
こ
と
な

ど
か
ら
採
用
が
進
ん
で
い
な

い
。
Ｍ
Ｃ
―
Ｘ
の
開
発
に
参

加
し
た
企
業
は
加
工
技
術
を

ア
ピ
ー
ル
し
、
輸
送
機
器
メ

ー
カ
ー
へ
の
提
案
を
狙
う
。

　
ビ
ヨ
ン
ズ

静
岡
県
富
士

市

は
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
ダ

イ
カ
ス
ト
金
型
用
鋳
抜
き
ピ

ン
の
耐
焼
き
付
き
性

耐
か

じ
り
性

を
向
上
し
た
コ
ー

テ
ィ
ン
グ
技
術
「
Ｌ
Ｅ
Ｌ
Ｌ

Ｙ
Ｏ
Ｎ
　
Ｏ
Ｚ
」
を
開
発
し

た
。
表
面
に
独
自
の
３
層
構

造
の
チ
タ
ン
系
セ
ラ
ミ
ッ
ク

ス
酸
化
膜
を
形
成
し
て
ア
ル

ミ
と
の
親
和
性
を
低
く
し
、

耐
焼
き
付
き
性
を
高
め
た
。

同
社
の
従
来
法
で
は
鋳
造
数

２
０
０
０
―
３
０
０
０
回
で

ア
ル
ミ
除
去
の
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
が
７
回
必
要
だ
っ
た
が
１

回
で
済
む
と
し
て
い
る
。

　
鋳
抜
き
ピ
ン
は
ア
ル
ミ
ダ

イ
カ
ス
ト
に
穴
を
設
け
る
た

め
に
使
う
部
材
で
、
金
型
部

品
の
中
で
も
使
用
条
件
が
厳

し
い
。
新
技
術
の
提
案
を
４

月
か
ら
開
始
。
納
入
す
る
金

型
に
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
施
す

ほ
か
、
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
み

に
も
対
応
し
、
２
年
後
に
売

上
高
１
億
円
を
目
指
す
。

　
Ｓ
Ｕ
Ｓ

静
岡
市
駿
河

区

は
福
島
事
業
所
内

福

島
県
須
賀
川
市

の
ア
ル
ミ

加
工
専
用
の
新
工
場
を
４
月

１
日
に
稼
働
し
た
。
年
内
に

も
ア
ル
ミ
押
出
生
産
能
力
を

倍
増
し
て
い
く
計
画
。
総
投

資
額
は
約

億
円
。

　
Ｓ
Ｕ
Ｓ
の
工
場
は
押
出
工

場
、
ア
ル
マ
イ
ト
工
場
、
組

立
工
場
に
次
い
で
４
カ
所

目
。
押
出
工
場
内
に
設
置
し

て
い
た
ア
ル
ミ
フ
レ
ー
ム
の

切
断
・
加
工
設
備
を
す
べ
て

移
設
。
秋
ご
ろ
を
め
ど
に
、

押
出
工
場
に
新
型
の
ア
ル
ミ

押
出
機
を
導
入
し
、
ア
ル
ミ

押
出
生
産
能
力
を
現
状
の
月

４
０
０

か
ら
、
最
大
月
８

０
０

に
ま
で
引
き
上
げ

る
。
ソ
ー
ラ
ー
取
り
付
け
台

な
ど
の
構
造
物
向
け
が
増
え

て
い
る
こ
と
に
対
応
す
る
。

　
全
体
構
想
は

年
９
月
に

ま
と
ま
っ
た
。
構
想
実
現
の

最
終
年
度
を

年
度
頃
に

し
、
新
東
名
を
活
用
し
津
波

の
心
配
の
な
い
内
陸
部
に
、

移
転
を
希
望
す
る
沿
岸
部
の

企
業
・
住
民
の
受
け
皿
と
し

て
、
災
害
に
強
く
魅
力
あ
る

先
進
地
域
を
築
く
。
一
方

で
、
沿
岸
部
の
防
災
・
減
災

機
能
を
高
め
、
水
と
緑
に
あ

ふ
れ
た
都
市
空
間
を
形
成
、

災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
を

進
め
る
。
内
陸
部
と
都
市
部

が
連
携
・
補
完
す
る
よ
う
交

通
・
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

整
備
。
「
東
日
本
大
震
災
の

復
興
モ
デ
ル
」
と
な
る
こ
と

を
目
指
す
。

　
総
合
特
区
指
定
は
規
制
緩

和
や
税
・
財
政
措
置
が
可
能

と
な
る
第
一
歩
。
県
内

地

域
が
対
象
。
市
街
化
調
整
区

域
で
の
開
発
許
可
の
特
例
、

農
地
転
用
の
特
例
、
土
地
利

用
規
制
に
関
す
る
国
と
の
一

括
事
前
協
議
制
度
の
創
設
な

ど
を
提
案
。
国
か
ら
全
体
的

な
プ
ラ
ン
づ
く
り

事
業
の

優
先
順
位
付
け
と
ロ
ー
ド
マ

ッ
プ
の
作
成

、
内
陸
部
と

沿
岸
部
の
関
係

沿
岸
部
の

空
洞
化
に
留
意
す
る

な
ど

の
留
保
条
件
が
つ
い
た
。

　
２
月

日
に
総
合
特
区
推

進
協
議
会
を
開
催
。
冒
頭
、

「
指
定
が
認
め
ら
れ
な
け
れ

ば
職
を
辞
す
る
覚
悟
で
臨
ん

だ
」
と
川
勝
平
太
知
事
は
決

意
を
表
し
た
。
個
別
の
規
制

緩
和
な
ど
を
ど
う
認
め
て
も

ら
う
か
が
成
功
の
一
つ
の
カ

ギ
と
な
る
。
特
区
指
定
後
、

申
請
し
た

件
の
う
ち
、

項
目
を
優
先
的
に
取
り
組
む

こ
と
を
決
め
た
。

　
３
月

日
に
「
全
体
構
想

改
訂
版
」
案
を
示
し
た
。
施

策
内
容
を
細
分
化
し
て
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
具
体

的
数
値
目
標
も
盛
り
込
む
な

ど
留
保
条
件
に
対
応
し
た
。

　
４
月
か
ら
国
と
個
別
の
協

議
が
ス
タ
ー
ト
。
「
地
域
指

定
だ
け
で
は
だ
め
で
、
個
別

の
案
件
を
ど
う
認
め
て
も
ら

う
か
が
重
要
」
と
高
秀
樹
企

画
広
報
部
理
事

内
陸
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
担
当

兼
知
事
戦

略
局
長
。
規
制
緩
和
に
消
極

的
な
農
林
水
産
省
な
ど
の
理

解
を
ど
う
得
る
か
、
ハ
ー
ド

ル
は
高
い
。
「
目
に
見
え
る

形
で
こ
れ
な
ら
と

思
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
、
計
画
の
熟

度
を
高
め
て
協
議

に
臨
む
」
と
高
理

事
は
意
欲
を
み
せ

る
。

　
ま
ず
春
協
議
と

し
て
、
優
先
的
な

項
目
に
つ
い

て
、
４
月
か
ら
５

月
に
か
け
て
書
面

協
議
や
対
面
協
議

を
行
い
、
協
議
の

結
果
に
沿
っ
て
事

業
計
画
を
国
に
提

出
す
る
。
さ
ら

に
、
残
り
に
つ
い

て
は
８
月
か
ら
の

秋
協
議
に
臨
む
。

　
こ
の
ほ
か
、
今

年
度
、

地
域
指

定
以
外
の
市
町
の

地
域
づ
く
り
に
ア

ド
バ
イ
ス
チ
ー
ム

を
つ
く
っ
て
支
援

す
る
な
ど
、
内
陸

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
構

想
を
県
全
域
に
拡

大
す
る
施
策
に
も

取
り
組
む
。


